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▶令和５年の登米・栗原における労働災害（休業４日以上）による被災者数は、令和５年９月末
日現在、全産業で125人（前年比７.４％減）です。ここにきて減少幅が小さくなっているのが気
になるところです。年末に向けて気を引き締めながら労働災害の防止に努めてまいりますので、
引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。
▶令和５年の宮城県全体の労働災害（休業４日以上）による被災者数は、昨年に比して減少して
おりますが、それほど大きな減少とまでは言えない状況です（前年比3.3％減）。
▶令和５年の宮城県全体の労働災害による死亡者数は、令和５年９月末日現在で昨年同時期より
も多くなっています。瀬峰署は、死亡者ゼロで推移しております。

労働災害の減少傾向鈍化

新型コロナウイルス感染症を除いた労働災害発生状況（令和５年９月末現在） ※速報値

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和４年 令和５年 令和４年 令和５年

休業４日以上 135 125 1742 1685

死亡 ２ ０ 11 14

裏面に続く

11月は「過労死等防

止啓発月間」です。こ
の期間中に様々な取組
が行われます。その一
つとして11月14日に
「過労死等防止対策推
進シンポジウム」が開
催されます（会場：せ
んだいメディアテー
ク）。普段はあまり考
えることのない「働く
ことの意味」等を考え
させられるシンポジウ
ムであり、毎年、多数
の方々が参加しており
ます（参加費無料）。
※詳しくは、裏面をご
覧ください。



心理的負荷による精神障害の労災認定基準が改正されました（R5.９～)

引き続きのお願いです。第14次労働災害防止推進計画期間（令
和9年度まで）における「新たな『SafeworK向上宣言』」の登録
を令和５年８月１日から受け付けておりますので是非とも登録を
お願いいたします。

詳細はこちら→
言」

「SafeworK向上宣言」の登録について

業務による心理的負荷評価表の見直し
・具体的出来事「顧客や取引先、施設利用者等から著しい迷惑行為を受けた」
（いわゆるカスタマーハラスメント）が追加されました。
・具体的出来事「感染症等の病気や事故の危険性が高い業務に従事した」が追加
されました。

・心理的負荷の強度が「強」「中」「弱」となる具体例が拡充されました（パワ
ーハラスメントの６類型すべての具体例の明記等）。

精神障害の悪化の業務起因性が認められる範囲を見直し
・悪化前おおむね６か月以内に「特別な出来事」がない場合でも、「業務による
強い心理的負荷」により悪化したと医学的に認められたときには、悪化した部
分について業務起因性を認めるよう見直されました。

詳細はこちら⇒精神障害の労災補償について日付

「過労死等防止対策推進シンポジウム」について

参加申し込みはこちらからお
願いします。↓


